第十七課　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しえき),使役)
問題I　(　)の中の動詞を使役の形にして、＿＿の上に書きなさい。

1． ヤンさんは作文が嫌いです。でも先生はヤンさんによく作文を書かせます。(書く)

2． お母さんは子どもにシャツを洗わせました。(洗う)

3． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きび),厳)しいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れんしゅう),練習)ばかりさせないで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんしゅ),選手)たちを自由に泳がせたほうがいいですよ。(泳ぐ)

4．  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みちこ),美智子)さんは美味しいケーキを作ってみんなを喜ばせました。(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よろこ),喜)ぶ)

5． みなさま、お待たせいたしました。それでは、ただいまから会いを始めます。(待つ)

問題II　どちらか適当な方を選びなさい。

1． たろう、このかばん、自分で｛持ちなさい　持たせなさい｝。

2． A：ぼく、明日会社をやるんです。

B：え、それ、そうでしょう。｛おどろかない
で　おどろかせないで｝くださいよ。

3． A：その後、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(からだ),体)はいかがですか。

B：ありがとう。よくなりました。あなたにも｛心配させってしまって　心配してしま

って｝ごめんなさい。

4． 子どもには自分のことは自分で｛やらせた　やってもらって｝ほうがいいですよ。

5． 荷物が多く困っていたら、田中君が半分｛持たせました　持ってくれました｝。

ポイント１　使役文
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうせい),強制)
	わたしは犬を走らせた。我讓狗奔走了

お母さんは子どもに荷物を持たせました。媽媽讓孩子拿了行李

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょか),許可)
やさしさ
	先生は子どもたちを遊ばせました。

お母さんは子どもたちに好きなテレビゲームをやらせています。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうはつ),誘発)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よしお),義男)さんはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おもしろ),面白)い事をして子どもたちをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わら),笑)わせました。


文型：
自動詞の文　－＞　人　を　V(さ)せました


他動詞の文　－＞　人　に　～を　V（さ）せました。

ただし、「を」がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かさ),重)なる
場合には、自動詞の文も「に」を使う。

例：　子どとに（xを）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうだんほどう),横断歩道)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わた),渡)らせました。

　　　　　　｢を｣を捨てて、｢に｣を使う。

ポイント１－２　動詞の使役の形

	動詞のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅるい),種類)
	使役の形

	動詞　１
	行く　　－＞　行かせる

	動詞　２
	見る　　－＞　身させる

食べる　－＞　食べさせる

	動詞　３
	する　　－＞　させる

来る　　－＞　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),来)させる


問題１－１　使役の形を書きなさい。

	辞書形
	使役の形
	辞書形
	使役の形

	待つ
	待たせる
	読む
	読ませる

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わら),笑)う
	笑わせる
	走る
	走らせる

	書く
	書かせる
	調べる
	調べさせる

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),出)す
	出させる
	いる
	いさせる

	立つ
	立たせる
	持ってくる
	持ってこさせる

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あそ),遊)ぶ
	遊ばせる
	散歩する
	散歩させる


問題１－２　(　)の中に「を」か｢に｣を入れなさい。

1、 母は弟（　）病院へいかせました。


2、 トム君はいつもみんな（　）びっくりさせますね。

3、 小さい子ども（　）は、安全な道を通らせたほうがいいですよ。

4、 先生は学生（　）辞書を持って来させました。

5、 私は犬（　）公園の中を走らせました。

6、 母はいつも私たち（　）自由に本を選ばせてくれました。

7、 わたしはうそを言って父（　）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこ),怒)らせてｓまいました。

8、 その仕事、わたし（　）やらせてください。

答え：

１．を、２．を、３．に、４．に、5．に、６．に、７．を、８．に

問題１－３　例のように使役文を作りなさい。

例　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいさつかん),警察官)｢名前を言いなさい｣　－＞　男は名前を言いました。

―＞　警察官は男に名前を言わせました。

1． 先生｢いすに座りなさい。｣　－＞　子どもたちはいすにすわりました。

先生は子どもたちをいすに座らせました。
２．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんちょう),店長)「８時前に店へ来なさい。」　－＞　店員は８時前に店へ来ます。

　　店長は店員を８時前に店へ来させます。

3． お母さん｢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぎがわ),右側)を歩きなさい。｣　子どもは右側を歩きます。

おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かあ),母)さんは子どもに右側を歩かせます。

4． 社長「インターネットで調べなさい。」　社員はインターネットで調べました。

社長は社員にインターネットで調べさせました。

5． 先生「何回も練習をしなさい。」　ワットさんは何回も練習します。

先生はワットさんに何回も練習をさせます。

6． おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),父)さん「好きな本を選んでもいいよ。」　子どもは好きなほんを選びました。

お父さんは子どもに好きなほんを選ばせました。

7． 店長「きょうは３時に帰ってもいいよ。」　わたしは３時にかえりました。

店長はきょうわたしを３時に帰らせてくれました。

8． わたし「おもちゃで遊んでもいいよ。」　犬はおもちゃで遊びました。

わたしは犬をおもちゃで遊ばせました。

９．山下さんはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおごえ),大声)を出しました。みんなはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おどろ),驚)きました
。。

　　山下さんは大声を出して、みんなを驚かせました。

１０．みちこは「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わか),別)れましょう
。」と言いました。たろうはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),泣)きました。


美智子は「別れましょう。」と言って、たろうを泣かせました。

問題３　どちらか適当な方をえらびなさい。

トムはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたま),頭)がよくて、いつもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんき),元気)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうねん),少年)です。よくけんか
もします。きょうも弟とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんか),喧嘩)をして弟を｛泣いて　泣かせて｝しまいました。弟が大声で{泣くので　泣かせるので}トムは弟の頭をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たた),叩)きました。お母さんは｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこ),怒)って　怒らせて｝、トムにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にわ),庭)の草とり
をするように言いました。庭は広いし、草とりの仕事はつまらない
です。

「あ～あ、今日はいい天気だなあ。みんなと｛遊びたいなあ　あそばせたいなあ｝。でも、お母さんが家の中からオムを見ていて、みんなと{遊びません　遊ばせません}。

そこへベンが来ました。

「やあ、トム、どして草とりの仕事を｛しているの　させているの｝。」その時、トムはいいことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんが),考)えました。そして、言いました。

「仕事？これは仕事じゃないよ。とても楽しいよ。」トムは顔も上げないで、一緒けんめい
草をとりました。

「楽しい？じゃ、ちょっとぼくにも｛やってよ　やらせてよ｝。」

「だめだ、だめだ。この仕事は君には｛やらせないよ　やってあげないよ｝。」

「ちょっとだけ｛やってみたいなあ　やらせてみたいなあ｝。いいでしょう。」

「じゃ、ちょっとだけだよ。」

そこへビリーが来ました。

「あれ、トム、草とりはいちばんいやな仕事だって前に言っていたのに、きょうは楽しいそうだね。」

「うん、ほんとうに楽しいよ。これは仕事じゃないよ。おもしろい遊びだよ。」

「じゃ、ぼくにも少し｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てつだ),手伝)ってよ　手伝わせてよ｝。」

「そうだな、ちょっとだけなら、草を｛とって　とらせて｝あげるよ。」

ビリーは喜んで草を｛とりました　とらせました｝そこへ、サムやトニーやケンやジローもきました。

みんなで草とりをしたので半日で庭が綺麗になって、お母さんは{びっくり
しました　びっくりさせました}。
� 驚く(P); 愕く; 駭く 【おどろく】 (v5k,vi) to be surprised; to be astonished;


� 重なる 【かさなる】 (v5r,vi) to be piled up; lie on top of one another; overlap each other;


�驚く(P); 愕く; 駭く 【おどろく】 (v5k,vi) to be surprised; to be astonished;


�別れる 【わかれる】 (v1,vi) to be divided; to part from;


� 喧嘩(P); 諠譁 【けんか】 (n,vs) quarrel; brawl; fight; squabble; scuffle;


� 草取り 【くさとり】 (n,vs) weeding; weeder; weeding fork


� 詰らない(P); 詰まらない 【つまらない】 (adj) (1) (uk) dull;


� 懸命 【けんめい】 (adj-na,n) eagerness; earnestness; risking one's life;


� 吃驚(P); 喫驚 【びっくり(P); ビックリ; きっきょう】 (adv,n,vs) (uk) surprise; amazement;





